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新年度のまちの予算
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第１回定例会は、令和４年３月10日に開会し、３月22日に閉会しました。

　町から、新年度当初予算、令和３年度補正予算、条例改正、指定管理者の指定、計画変更が提案され、全て

の議案を可決しました。

なお、新年度当初予算、当初予算関連議案（条例改正５件、指定管理者の指定１件）は、予算特別委員会を

設置し、これに付託して審査を行い、最終日の本会議において、付託した全ての議案を可決しました。

また、議会提出議案として、意見書１件と決議１件を提出し、全て可決しました。

一般質問では、４人の議員が登壇し、町長に考えを問いただしました。

定例会のあらまし

「住んでみたい」
    「住んでよかった」よかった」
        「住み続けたい」「住み続けたい」
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３月10日～22日３月10日～22日

第　回定例会第　回定例会
令和４年令和４年

１１

令
和
４
年
第
１
回
定
例
会
に
お
い
て
、
令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算
と
国
保
・
簡
水
・
後
期
高
齢
者
医
療
の

各
特
別
会
計
予
算
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
設
置
さ
れ
た
「
令
和
４
年
度
各
会
計
予
算
特
別
委
員
会
」
に
お
け
る
集
中
審
議
の
の
ち
、
本
会

議
に
お
い
て
、
討
論
・
採
決
を
行
っ
た
結
果
、
す
べ
て
の
会
計
を
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

諸支出金等　252万9000円

町の貯金（基金）に
積み立てるお金など

土木費土木費
3億5200万9000円

道路整備や除雪などに要するお金

返済金（公債費）返済金（公債費）
4億6744万8000円

町の借金（町債）の返済
に充てるお金

商工費　3億974万1000円

商工会・観光協会への補助金や各種
イベント開催などに要するお金

議会費　5864万3000円議会費　5864万3000円

議会運営に要するお金

庁舎管理や地域振興などに要するお金
総務費　7億4922万8000円総務費　7億4922万8000円

民生費民生費
10億9237万円

高齢者・障がい者福祉や保育所、
児童手当などに要するお金

衛生費衛生費
5億4742万2000円

予防接種、健診、ごみ処理
などに要するお金

農林水産業費　2億9627万7000円費費

農業振興や有害鳥獣駆除、フルーツ
パークの管理などに要するお金

一般会計一般会計
支出支出
（歳出）（歳出）

ふるさと納税などで得ることが見込まれるお金
寄附金　3億5001万円寄附金　3億5001万円

町民センターなどの施設使用料や各種
証明発行手数料などにより得ることが
見込まれるお金

使用料及び手数料使用料及び手数料　
6380万6000円6380万6000円

貯金（基金）を切り崩したお金
繰入金繰入金　4億5138万4000円　4億5138万4000円

奨学金返還金や土地
貸付などの収入によ
り得ることが見込ま
れるお金

諸収入等諸収入等
8249万6000円8249万6000円

国などから借り入れるお金

借入金（町債）借入金（町債）
4億8100万円4億8100万円

国・道支出金国・道支出金
6億3742万6000円
国からの補助金など使い道
が特定されているお金

自治体間の格差を無くすため、国
から町に交付されるお金

地方交付税地方交付税
19億6000万円19億6000万円

住民税、軽自動車税
など町民の皆さんか
ら納められるお金

町税　3億2660万9000円町税　3億2660万9000円

依

財

存

源

自

一般会計一般会計
収入収入
（歳入）（歳入）

一般会計一般会計（歳入・歳出）（歳入・歳出）

4444  億億90439043万万10001000  円円【前年度対比17.9％増】

総額52億円超の予算を可決総額52億円超の予算を可決

 　年度対比約７億 50005000万円万円増増の編成の編成

主

財

源

その他の交付金等　1億3770万円

消費税など税収の一部を国から町に交付されるお金

消防の運営や防災無線の管理
などに要するお金

消防費消防費
2億1331万8000円2億1331万8000円

学校の運営や、教材購入、町民セ
ンタ－の管理などに要するお金

教育費教育費
4億144万6000円4億144万6000円
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佐藤  聖一郎  町長

　

佐
藤
町
長
は
、
令
和
４
年
度
町
政

執
行
方
針
に
お
い
て
、
「
本
年
度
よ

り
、
念
願
で
あ
り
ま
し
た
新
た
な
子

育
て
支
援
拠
点
と
な
る
施
設
の
建
設

が
始
ま
り
ま
す
。
完
成
ま
で
に
１
年

以
上
の
期
間
を
要
し
ま
す
が
、
本
年

度
に
お
い
て
は
、
町
内
の
小
学
生
を

始
め
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
も
参
加

し
て
い
た
だ
き
、
名
称
の
決
定
な
ど
、

開
設
に
向
け
て
の
準
備
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
度
に
お
い
て
も
、
『
広
範
な

町
民
の
皆
さ
ま
の
意
見
』
を
傾
聴

し
、
地
域
づ
く
り
の
主
体
で
あ
る
町

民
の
皆
さ
ま
と
の
確
か
な
信
頼
関
係

を
積
み
重
ね
、
仁
木
町
が
『
住
ん
で

み
た
い
』
、
『
住
ん
で
よ
か
っ
た
』
、

『
住
み
続
け
た
い
』
と
感
じ
ら
れ
る

本
町
の
将
来
像
を
共
有
し
、
そ
の
実

現
に
向
け
て
、
互
い
に
連
携
を
深
め
、

力
を
合
わ
せ
て
定
住
人
口
の
増
加
等

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
」
と
述
べ
ま
し
た
。

定住人口の増加を  定住人口の増加を

次ペペペペペページジジジジジジは次ペ次ペ次ペ次ペ次ペ次ペ次 ージージジジジははははは 今今今今今今今年年年年年年年ののしししししししごごごごごごととととととと今今今今今今今今年年年年年年年年のののののしししししししごごごごごごごごととととととと ピピピピピピッッッッッッッククククククククアアアアアアッッッッッッッププププププププピピピピピピピピッッッッッッッククククククククアアアアアアアッッッッッッップププププププププ

さとう　せいいちろう

【前年度対比11.9％増】

【前年度対比 5.1％増】

国民健康保険事業国民健康保険事業 11 億億 95189518 万万90009000 円円【前年度対比 5.9％増】

簡易水道事業簡易水道事業　　　　 55億億 18231823 万万30003000 円円
後期高齢者医療後期高齢者医療           79077907 万万20002000 円円

 　年度対比約７７億億 5000万円増の編成前前
新 年 度

予算

町政執行方針町政執行方針

一般会計の基金(貯金)と町債(借入金)残高推移一般会計の基金(貯金)と町債(借入金)残高推移

平成28年度平成28年度 平成30年度平成30年度平成29年度平成29年度 令和元年度令和元年度 令和２年度令和２年度
1515

2525

2020

3030

3535

4040

(億円)(億円)

35億4302万円35億4302万円

38億7733万円38億7733万円
36億9165万円36億9165万円

35億634万円35億634万円

32億8605万円32億8605万円

18億1563万円18億1563万円
18億5881万円18億5881万円

17億8385万円17億8385万円 17億6035万円17億6035万円
18億6874万円18億6874万円

町債 (借入金 )

基金 (貯金 )

　

基
金
は
、
近
年
は
増
加
傾
向
で
、
令
和

２
年
度
は
３
年
ぶ
り
に
18
億
円
を
超
え
ま

し
た
。

　

町
債
は
平
成
29
年
度
以
降
減
少
し
て
い

ま
す
が
、
今
年
度
か
ら
工
事
が
始
ま
る

(

仮
称)

仁
木
町
子
育
て
支
援
拠
点
施
設
の

建
設
に
よ
り
大
幅
な
増
加
が
見
込
ま
れ
ま

す
。
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アップ
今年の  しごとしごと

（大江・岩本さん）
いわもと

言わせて！
ちょっとちょっと 　学童では、「年上の子

が下の子の面倒を見て、

年下の子は上の子を見

習って」というような学

年を越えた交流ができる

ことが良いと思います。

　スクールバスとも連携

してくれると嬉しいです。
（南町・板谷さん）

言わせて！言わせて！
ちょっとちょっと

　遊べる場所がなく、

役場のホールに集

まっている子ども達

に、遊べる場所を確

保してあげてほしい

です。

　Wi-Fi 環境もある

と良いですね。 いたや

（銀山・小野さん）
お の

言わせて！
ちょっとちょっと 　より使いやすくな

ることは良いことだ

と思います。

　今後も、中学生な

どの若い世代との意

見交換も継続して実

施し、たくさんの町

民の声を聞いてほし

いです。

保育園、放課後児童クラブ、子育て支援、

小型児童館の複合施設となります

　

今
年
度
か
ら
、
子
育
て
支
援
拠
点

施
設
の
建
設
工
事
が
始
ま
り
ま
す
。

　

当
初
の
計
画
が
変
更
と
な
り
、
令

和
６
年
３
月
の
供
用
開
始
を
目
指
し

て
い
ま
す
。 子

育
て
支
援
拠
点

子
育
て
支
援
拠
点

　

     
    

施
設
建
設
事
業

施
設
建
設
事
業

言わせて！言わせて！
ちょっとちょっと

　児童館は土・日・

祝日も利用できるよ

うにしてほしいです。

　また、習い事や町

内イベントなどにも

施設を活用できるよ

うに運営してほしい

です。　
（北町・菱沼さん）

ひしぬま

継続

より利用しやすくなります

　今年度から試
験的に予約なし
運行を開始する
とともに、ルー
トを見直し、新
たにイオン余市
店へ乗り入れま
す。

予約制バス予約制バス運行事業運行事業

16151615 万円万円

※ 小野さんは議会と中学生との意見交換会の際に、

　 ニキバスの予約制の廃止を提言していました。

22億億41024102 万円万円 (仮称)(仮称)

継続継続
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シ
ャ
イ
ン
マ
ス

カ
ッ
ト
に
関
わ
る

新
規
就
農
者
等
に

向
け
た
作
業
動
画

作
成
費
用
を
農
協

と
共
同
で
半
分
ず

つ
補
助
し
ま
す
。

新
規
就
農
者
向
け

新
規
就
農
者
向
け

　
　
　

　
　
　

 

動
画
作
成
事
業

動
画
作
成
事
業

次ペペペペペペページジジジジジジは次ペ次ペ次ペ次ペ次ペ次 ージージジジジははははは 新新年年年年年年度度予予予予予予予算算算のの いいいいい新新新新新新新新年年年年年年年年度度度度度度度度予予予予予予予算算算算算算算算ののののの使使使使使使使使いいいいい道道道道道道道道

有効な活用が期待されます

新規新規

（東町・古屋さん）

（銀山・那須さん）

ピック 
今年の今年の    しごと

　新規就農者の方は、

YouTube などの動画で

栽培方法等を調べたり

していると思うので、

良い取組だと思います。

　ゆくゆくはミニトマ

トやサクランボの動画

も作ってほしいです。

　泊まることができる場所が増える

のは良いことだと思います。

　また、単に宿泊するのみではな

く、「また来たい！」と思えるような、

人を呼び込むためのイベントの開催

などにも期待しています。

ふるや

な す

言わせて！
ちょっとちょっと  　  

　初めてのことなの

で、説明会の開催な

ど、きめ細やかに説

明してほしいです。

　また、小さい規模

ならではの特色ある

取組にも期待してい

ます。

言わせて！言わせて！
ちょっとちょっと

新たな取組として期待が膨らみます

　銀山地区では
小学校６年間と
中学校３年間を
合わせ、９年間
の義務教育学校
とするための準
備がスタートし
ます。

新規 (仮称)(仮称)銀山地区銀山地区義務教育学校義務教育学校整備事業整備事業

町からの指定管理料の支払いは無く、

　コロナ対策で
設置された多目
的滞在施設は、
宿泊施設とし
て、指定管理者
の下で町内観光
等のために活用
されます。

多目的滞在施設新規新規

（自然農園・佐合さん、上田さん）
さごう うえだ

指定管理者による運営となります

227227 万円万円

言わせて！言わせて！
ちょっとちょっと

2020 万円万円

指定管理者が決定指定管理者が決定
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３
０
万
円
と
な
っ
た
。
令
和

３
年
度
ま
で
の
取
組
は
結
果

が
伴
わ
な
か
っ
た
の
か
。

　
　
　
　

令
和
３
年
度
ま
で

は
、
２
か
年
事
業
で
実
施
し

て
お
り
、
特
に
令
和
３
年
度

は
醸
造
用
ブ
ド
ウ
の
圃
場
に

観
測
機
器
を
設
置
し
、
気
象

デ
ー
タ
等
の
自
動
観
測
結
果

か
ら
最
適
な
防
除
時
期
を
ス

マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
で
見
れ
る

よ
う
な
事
業
に
取
組
み
、
一

定
の
成
果
が
得
ら
れ
た
。

　

令
和
４
年
度
は
そ
の
成
果

を
セ
ミ
ナ
ー
等
で
お
披
露
目

す
る
予
定
で
あ
る
。

 新年度　予算予算　のの使使いい道道
指
定
管
理
者
選
考
時

の
評
価
は

上 村上 村

指
定
管
理
者
の
選

考
は
委
員
15
人
が

持
ち
点
１
０
０
点
で
実
施
し
、

平
均
点
が
約
64
点
と
の
こ
と

だ
が
、
こ
の
点
数
は
良
い
方

な
の
か
。

　
　
　
　
　
　

町
内
の
指
定

管
理
施
設
は
同
じ
よ
う
に
採

点
し
て
お
り
、
60
点
台
の
と

こ
ろ
も
あ
れ
ば
、
そ
れ
以
上

と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
る
。
選

考
基
準
と
し
て
は
平
均
点
数

産
業
課
参
事

産
業
課
参
事

老
朽
化
し
た
職
員
住

宅
の
活
用
は

解
体
費
予
算
が
約

６
２
２
万
円
だ
が
、

農
業
実
習
生
の
受
入
れ
な
ど

で
、
建
物
を
貸
し
て
ほ
し
い

と
い
う
要
望
は
無
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　

解
体
予
定
の

職
員
住
宅
４
室
に
つ
い
て
は
、

農
協
等
に
も
活
用
の
打
診
を

ス
マ
ー
ト
農
業
実
証

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

の
結
果
は事

業
の
令
和
３
年

度
予
算
は
２
５
０

万
円
だ
っ
た
が
、
４
年
度
は

　

新
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
当
初
予
算
案
や
当

新
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
当
初
予
算
案
や
当

初
予
算
関
連
議
案
な
ど
は
、
議
長
を
除
く
議
員
８
名
で

初
予
算
関
連
議
案
な
ど
は
、
議
長
を
除
く
議
員
８
名
で

構
成
す
る
「
各
会
計
予
算
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
、

構
成
す
る
「
各
会
計
予
算
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
、

延
べ
３
日
間
に
わ
た
り
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

延
べ
３
日
間
に
わ
た
り
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

議
案
説
明
後
、
活
発
な
質
疑
が
行
わ
れ
、
全
て
の
質

　

議
案
説
明
後
、
活
発
な
質
疑
が
行
わ
れ
、
全
て
の
質

疑
が
終
わ
っ
た
後
、
議
案
ご
と
に
討
論
・
採
決
を
行
っ

疑
が
終
わ
っ
た
後
、
議
案
ご
と
に
討
論
・
採
決
を
行
っ

た
結
果
、
全
て
の
議
案
を
賛
成
多
数
で
「
可
決
す
べ
き

た
結
果
、
全
て
の
議
案
を
賛
成
多
数
で
「
可
決
す
べ
き

も
の
」
と
決
定
し
ま
し
た
。

も
の
」
と
決
定
し
ま
し
た
。

老朽化により取り壊す予定です

 
委員会での質問数委員会での質問数 178178回回

木村章生 副委員長 麿　直之 委員麿　直之 委員佐藤秀教 委員佐藤秀教 委員
さとうさとう ひでのりひでのり

野崎明廣 委員野崎明廣 委員
のざきのざき あきひろあきひろまろ　　なおゆきまろ　　なおゆき

上村智恵子 委員上村智恵子 委員
うえむらうえむら 　ちえこ　ちえこ

総
務
課
主
幹

総
務
課
主
幹

し
て
い
る
。
し
か
し
、
床
が

沈
む
な
ど
建
物
自
体
の
老
朽

化
が
進
ん
で
お
り
、
修
繕
が

必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
活

用
を
断
ら
れ
て
い
る
と
い
う

経
緯
が
あ
る
。

が
60
点
以
上
の
事
業
者
を
候

補
者
と
し
て
い
る
。

副
町
長

副
町
長

木 村

嶋 田嶋 田
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森
林
環
境
保
全
や
環

境
整
備
に
使
用
す
る
も

の
で
、
令
和
４
年
度
は

森
林
作
業
道
の
整
備
補

助
金
や
造
林
事
業
補
助

金
等
に
合
計
１
７
４
万

円
を
充
当
す
る
。

が
、
保
管
場
所
は
ど
こ
か
。

　
　
　
　
　
　
　

保
存
食
は

常
温
保
存
可
能
で
あ
る
た
め
、

庁
舎
近
く
の
防
災
備
蓄
倉
庫
、

及
び
、
大
江
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
、
銀
山
生
活
改
善

セ
ン
タ
ー
の
施
錠
し
て
い
る

部
屋
で
管
理
し
て
い
る
。

森
林
環
境
譲
与
税

を
基
金
に
積
み
立

て
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

使
い
道
は
。　

観
光
協
会
が
一
般

社
団
法
人
化
さ
れ
、

収
益
事
業
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
が
、
町
か
ら
の
約
１

８
０
０
万
円
の
補
助
金
は
い

つ
ま
で
続
け
る
の
か
。
今
後

数
年
間
の
計
画
を
立
て
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

情
報
防
災
係
長

情
報
防
災
係
長

野 崎野 崎

佐 藤佐 藤

予算特別委員会で徹底審議

皆さん
  の税金  新年度新年度　予算　の使い道

観
光
協
会
の
今
後
の

計
画
は

災
害
用
備
蓄
食
糧
の

保
管
場
所
は

備
蓄
食
糧
を
購
入

予
定
と
し
て
い
る

給
食
セ
ン
タ
ー
内
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
は

給
食
セ
ン
タ
ー
は

性
質
上
、
常
に
正

常
に
保
た
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
運
営
上
、
所
長
と
セ

ン
タ
ー
職
員
と
の
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
は
実
施
し
て
い
る
の
か
。

栄
養
士
と
調
理
員
は
、
ほ
ぼ

一
緒
に
仕
事
を
し
て
い
る
状

況
で
、
こ
れ
に
係
長
を
加
え

た
３
者
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
必

要
に
応
じ
て
だ
が
、
概
ね
週

森
林
環
境
譲
与
税
の

内
容
は

　
　
　
　
　
　

令
和
元
年
度

よ
り
交
付
税
と
し
て
入
っ
て

き
て
お
り
、
令
和
３
年
度
は

４
９
０
万
円
が
基
金
と
し
て

算
入
さ
れ
て
い
る
。

産
業
課
主
幹

産
業
課
主
幹 

最長で 25 年間保存可能です

門脇吉春 委員長門脇吉春 委員長
かどわき よしはるかどわき よしはる

木村章生 副委員長木村章生 副委員長宮本幹夫 委員宮本幹夫 委員
きむら　あきおきむら　あきおみやもとみやもと みきおみきお

嶋田　茂 委員嶋田　茂 委員
しまだ　　しげるしまだ　　しげる

宮 本宮 本

学
校
給
食
共
同
調
理
場
所
長

学
校
給
食
共
同
調
理
場
所
長

に
１
回
程
度
は
実
施
し
て
い

る
。
調
理
の
状
況
や
、
勤
務

体
制
等
に
つ
い
て
協
議
し
て

お
り
、
そ
こ
で
解
決
で
き
な

い
問
題
は
、
私
や
教
育
長
を

交
え
て
対
応
し
て
い
る
。

麿麿

　
　
　
　
　
　

補
助
金
と
い

う
形
で
出
し
て
は
い
る
が
、

産
業
課
参
事

産
業
課
参
事

本
来
は
、
町
で
行
う
べ
き
観

光
事
業
全
般
を
観
光
協
会
が

ほ
と
ん
ど
行
っ
て
い
る
と
い

う
状
況
で
、
町
の
観
光
事
業

の
委
託
費
の
よ
う
な
ニ
ュ
ア

ン
ス
に
近
い
も
の
も
あ
る
た

め
、
こ
れ
を
削
る
の
は
難
し

い
部
分
も
あ
る
と
考
え
る
が
、

計
画
等
を
早
急
に
立
て
る
よ

う
に
指
導
は
し
て
い
き
た
い
。
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３月10日～22日３月10日～22日

第　回定例会第　回定例会
令和４年令和４年

１１

◇
国
保
特
別
会
計
（
第
３
号
）

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

◇
一
般
会
計
（
第
８
号
）

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

８
号
）
は
、
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
寄
附
や
保
育
士
等
処

遇
改
善
臨
時
特
例
事
業
等
に

よ
る
増
額
や
、
各
種
事
業
の

終
了
に
よ
る
減
額
補
正
が
提

案
さ
れ
、
審
議
・
採
決
の
結

果
、
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま

し
た
。

補
正
予
算

質
疑
あ
れ
こ
れ

　
　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

で
の
寄
附
は
本
町
で
は
初
め

て
だ
が
、
ふ
る
さ
と
事
業
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
す
る
寄

附
な
の
か
。
ど
う
い
う
形
で

本
町
を
選
ん
だ
の
か
。　
　

Ｑ

Ａ

初の寄附初の寄附

◇
後
期
医
療
特
別
会
計
（
第
３
号
）

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

補正額 予算総額

・一般会計（11回目の補正）
1億7669万4000円増 45億2441万3000円
・国民健康保険事業特別会計（6回目の補正）
    1238万8000円増 1億9674万9000円

・簡易水道事業特別会計（4回目の補正）
    1161万7000円減 4億5104万5000円

・後期高齢者医療特別会計（4回目の補正）
    129万3000円増 7653万2000円

◇
簡
水
特
別
会
計
（
第
３
号
）

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

▼
仁
木
町
議
会
議
員
の
議
員

報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

そ
の
他
の
議
案

▼
仁
木
町
過
疎
地
域
持
続
的

発
展
市
町
村
計
画
の
変
更

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

▼
銀
山
及
び
大
江
辺
地
に
係

る
総
合
整
備
計
画
の
変
更

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

　
　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

に
つ
い
て
は
、
本
町
は
令
和

２
年
７
月
か
ら
寄
附
を
受
け

ら
れ
る
体
制
と
な
っ
て
い
る
。

条
件
の
緩
和
に
よ
り
、
事
業

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
な
く
、

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

の
計
画
に
準
拠
し
た
形
の
包

括
的
な
計
画
で
の
認
定
を
受

け
て
い
る
。

　

企
業
と
し
て
は
、
近
年
は

地
方
創
生
と
い
う
こ
と
で
、

地
域
の
活
性
化
を
進
め
て
お

り
、
自
治
体
と
共
同
で
の
事

業
推
進
と
し
て
、
効
果
を
見

出
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
る
。

▼
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の

も
の
の
給
与
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

▼
仁
木
町
職
員
の
給
与
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

▼
仁
木
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

▼
仁
木
町
職
員
の
育
児
休
業

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

▼
仁
木
町
放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
一
部
改
正

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

企業版ふるさと納税企業版ふるさと納税
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佐
藤
町
長
の
行
政
報
告

北
海
道
新
幹
線
並
行
在
来
線
対
策
協
議
会

　
　

第
12
回
後
志
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
に
つ
い
て

２
月
３
日
開
催
の
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
で
は
、
こ
れ
ま
で
態
度

を
保
留
し
て
い
た
４
自
治
体
の
方
向
性
を
確
認
し
た
上
で
、

今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
の
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

４
自
治
体
の
う
ち
、
３
町
が
「
バ
ス
運
行
」
、
残
り
１
市

は
バ
ス
運
行
も
選
択
肢
と
し
て
、
２
巡
目
と
な
る
地
域
住
民

と
意
見
交
換
会
を
開
催
し
た
上
で
判
断
す
る
こ
と
と
な
り
、

態
度
を
保
留
し
た
こ
と
か
ら
、
協
議
会
全
体
と
し
て
の
方
向

性
の
決
定
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
後
は
、
協
議
会
に
お
い
て
具
体
的
に
バ
ス
事
業
者
と
の

協
議
を
進
め
、
幹
事
会
で
調
整
し
て
い
く
こ
と
と
し
、
余

市
・
小
樽
間
は
北
海
道
を
含
む
３
者
に
よ
る
継
続
協
議
と
な

り
ま
し
た
。

条
例
改
正

能
と
す
る
も
の
で
、
機
能
の

更
な
る
拡
充
が
図
ら
れ
ま
し

た
。

意

見

書

▼
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
を
非
難
す
る
決
議

　
　
提
出
議
員

議
長
を
除
く

　
　
　
　
　
　
　

議
員
８
名

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
を
非
難
す
る
決
議
が

提
出
さ
れ
、
審
議
・
採
決
の

結
果
、
全
員
賛
成
で
可
決
し

ま
し
た
。 決

議

詳細は町のホームページをご確認ください

▼
令
和
４
年
度
の
米
政
策
に

関
す
る
意
見
書

　
　
提
出
議
員

木
村　

章
生

　
　
　

賛
成
議
員　
　

野
崎　

明
廣

　

令
和
４
年
度
の
米
政
策
に

関
す
る
意
見
書
が
提
出
さ
れ
、

審
議
・
採
決
の
結
果
、
全
員

賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

質
疑
あ
れ
こ
れ

　
　

今
後
、
計
画
と
し
て

ル
ー
ト
を
増
や
す
こ
と
は
検

討
し
て
い
る
の
か
。

Ｑ

ニキバスニキバス

仁
木
町
予
約
制
バ
ス
運
行

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
制
定
に
つ
い
て
が
提
案
さ

れ
、
審
議
・
採
決
の
結
果
、

全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し

た
。

　

こ
の
度
の
改
正
は
、
予
約

制
バ
ス
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
に
名
称
を
改
め
、
従
来
の

予
約
制
か
ら
、
予
約
な
し
で

も
利
用
を
可
能
と
す
る
も
の

で
す
。

　

ま
た
、
従
来
は
利
用
対
象

外
で
あ
っ
た
観
光
客
を
含
む

本
町
へ
の
来
訪
者
も
利
用
可

　

仁
木
町
多
目
的
滞
在
施
設

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て
が
提
案
さ
れ
、
審
議
・

採
決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で

可
決
し
ま
し
た
。

　

北
町
８
丁
目
に
位
置
す
る

仁
木
町
多
目
的
滞
在
施
設

は
、
今
年
度
か
ら
地
域
経
済

の
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
観
光
や
仕
事
等
で
本
町

を
訪
れ
る
方
の
宿
泊
施
設
と

し
て
の
営
業
を
開
始
す
る
も

の
で
、
今
後
５
年
間
は
新
た

に
株
式
会
社
ベ
ス
ト
ス
テ
イ

札
幌
が
指
定
管
理
者
と
な
り

ま
す
。

指
定
管
理
者

Ａ
　
　

本
町
の
総
合
計
画
で
は
、

ニ
キ
バ
ス
の
路
線
数
を
増
や

す
こ
と
も
計
画
に
あ
る
た
め
、

今
後
、
協
議
会
に
も
諮
り
な

が
ら
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

さらに利用しやすくさらに利用しやすく
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特 集特 集
ふるさと納税ふるさと納税

ふるさと納税って？

寄附額は全て町で使えるの？

　

本
町
で
は
、
寄
附
総
額
か
ら
、

返
礼
品
や
そ
れ
に
係
る
諸
経
費
、

ふ
る
さ
と
納
税
申
込
み
サ
イ
ト
の

掲
載
料
な
ど
を
支
払
い
、
残
っ
た

額
を
町
の
「
ふ
る
さ
と
振
興
基

金
」
に
積
み
立
て
て
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
基
金
に
積
み
立
て
る

額
が
、
実
質
的
な
「
町
で
使
え
る

お
金
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
基
金
の
積
立
額
は
、
令
和

２
年
度
末
で
、
２
億
３
４
０
０
万

円
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
「
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と

に
貢
献
で
き
る
制
度
」
、
「
自
分
の
意
思
で
応
援

し
た
い
自
治
体
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
制
度
」
と

し
て
創
設
さ
れ
た
も
の
で
、
自
治
体
に
寄
附(

ふ

る
さ
と
納
税)

を
行
っ
た
際
に
、
寄
附
額
の
う
ち
、

２
千
円
を
越
え
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し

て
一
定
の
上
限
ま
で
所
得
税
と
住
民
税
か
ら
全
額

が
控
除
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

寄
附
に
対
す
る
返
礼
品
に
つ
い
て
は
「
地
場
産

品
で
あ
る
こ
と
」
や
、
「
寄
附
額
の
３
割
以
下
の

価
値
で
あ
る
こ
と
」
な
ど
の
条
件
が
設
定
さ
れ
て

お
り
、
他
に
も
、
「
返
礼
品
を
含
め
た
経
費
の
総

額
費
用
を
５
割
以
下
と
す
る
こ
と
」
な
ど
、
一
定

の
制
約
が
あ
り
ま
す
。

　本町では、平成27年度からふるさと納税を開
始し、寄附額の推移は上記のとおりです。
　令和元年度からは町の取組み強化が実を結び、
寄附額は大きく増加しており、令和３年度も額は
確定していませんが、４億６千万円を越える見込
みです。

年　度 寄 附 額
平 成 27 年 度 102,353,901 円
平 成 28 年 度 82,884,506 円
平 成 29 年 度 65,472,008 円
平 成 30 年 度 43,595,000 円
令 和 元 年 度 246,084,356 円
令 和 ２ 年 度 316,065,644 円

寄附額の推移

ふるさと振興基金の推移

平成28年度平成28年度 平成30年度平成30年度平成29年度平成29年度 令和元年度令和元年度 令和２年度令和２年度

1010

５５

1515

2020

2525

(千万円)(千万円)

7754万円7754万円

2億3463万円2億3463万円

1億6531万円1億6531万円

7671万円7671万円

5973万円5973万円

～全国からの応援～～全国からの応援～
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特 集
寄附は何に使われてるの？

　

ふ
る
さ
と
納
税

の
寄
附
金
は
、
町

の
振
興
発
展
及
び

地
域
づ
く
り
に
必

要
な
経
費
に
使
用

す
る
も
の
で
、
今

年
度
は
総
合
戦
略

の
た
め
の
事
業
や

地
域
づ
く
り
に
必

要
な
事
業
か
ら
町

民
に
身
近
な
事
業

等
の
財
源
と
し
て

活
用
し
ま
す
。

事 業 名 活 用 額
定 住 促 進 住 宅 補 助 事 業 25,000 千円
合併処理浄化槽設置補助金 11,419 千円
仁木町観光協会運営補助事業 9,353 千円
農 業 基 盤 整 備 促 進 事 業 6,491 千円
予 約 制 バ ス 運 行 事 業 5,533 千円
新規就農者施設園芸 ﾊ ｳ ｽ 新設事業 5,237 千円
乳幼児医療費助成事業の拡充 3,951 千円
仁木町商工会活動推進事業 3,750 千円
公 共 交 通 調 査 事 業 3,674 千円
排 水 ポ ン プ 購 入 事 業 3,630 千円

　

町
内
に
本
社
、
支
社
、
事
業
所

を
有
し
て
い
る
、
ま
た
は
、
町
内

の
原
材
料
を
使
用
し
た
商
品
を
製

造
し
て
い
る
事
業
者
で
、
町
に
よ

る
承
認
を
受
け
た
法
人
等
の
こ
と

で
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
行
っ
た
方

へ
、
特
産
品
を
贈
呈
す
る
こ
と
が

で
き
る
事
業
者
の
こ
と
で
す
。

　自社サイトでも農産物を販売していま

すが、配送の手間などを考えると、ふる

さと納税は手軽でメリットが多いです。

　納税者から返礼品の再配送等の要望が

あった際のフィードバックが、電話では

なく書類などの形に残るものでいただけ

ると、詳細がわかるので、より改善に繋

げられると思います。（然別・高橋さん）
たかはし

令和３年度活用額トップ10

協力事業者って？

協力事業者の声！協力事業者の声！

 　  
　開始当初と比較すると、事務作業が軽

減されていて良いと思います。

　使い道として、仁木町をもっとＰＲす

るために、観光ＰＲ事業を拡大してほし

いです。

　また、子育て関連の事業は充実してお

り、継続してほしいと思います。
（北町・笠井さん）

かさい

（東町・和田さん）
わ だ

 　  
　ふるさと納税の返礼品は、町としての

イメージに直結するので、きちんと品質

管理をしてほしいと思います。

　各サイトの返礼品紹介の写真に、町内

の子どもたちが返礼品をもっている写真

を使うのはいかがでしょうか。
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町
政
の
そ
こ
が
聞
き
た
い

第１回定例会の一般質問には、４人の議員が登壇しました。
紙面の都合により、内容を要約してお知らせします。

ニキボーのなになに？

一般質問とは
一般質問とは、議員が町政全般にわたり、執行機関に対して事務の執行状況及び将来に対する方針
等について所信をただし、あるいは報告、説明を求め、又は疑問をただすことです。

一般質問の詳しい一般質問の詳しい
内容はコチラから内容はコチラから
Ｃｈｅｃｋ！Ｃｈｅｃｋ！
　　　（第１回定例会）　　　（第１回定例会）

北海道新幹線並行在来線廃止に伴う
　　　　　　　　　　　　　 今後の取組は

佐藤　秀教　議員
15

さとう ひでのり

変わりゆく水田農業への支援を

野崎　明廣　議員
16

のざき あきひろ

17
光回線の有効活用を

木村　章生　議員
 きむら　 あきお

地球温暖化対策の推進を

上村智恵子　議員
18

うえむら ちえこ
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　町政のそこが聞きたい　

問
バ
ス
転
換
に
合
意
し

た
事
で
、
今
後
は
在

来
線
の
廃
止
時
期
や
バ
ス
転

換
に
向
け
た
対
策
が
課
題
に

な
る
。
時
代
の
変
化
に
応
じ

た
持
続
可
能
な
交
通
体
系
を

整
備
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
る
が
、
具
体
的
な

取
組
は
。

町
長
バ
ス
転
換
を
選

択
し
た
背
景
に

は
、
新
し
い
取
組
の
中
か
ら

新
た
な
可
能
性
を
見
出
す
こ

と
が
、
町
の
発
展
に
つ
な
が

鉄
路
廃
止
に
伴
う
バ
ス
転
換
時
期
は

町
長
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
し
っ
か
り
議
論

問
鉄
路
廃
止
と
バ
ス
転

換
を
決
め
た
こ
と

で
、
廃
止
時
期
や
バ
ス
転
換

に
向
け
た
具
体
的
な
協
議
が

始
ま
る
が
、
バ
ス
転
換
時
期

に
つ
い
て
町
長
の
見
解
は
。

町
長
こ
れ
ま
で
慣
れ

親
し
ん
で
き
た

存
す
る
に
し
て
も
多
額
の
改

修
費
や
維
持
管
理
費
等
が
発

生
す
る
の
で
、
活
用
し
て
い

く
上
で
最
善
策
を
見
出
し
て

い
き
た
い
。

問
今
後
、
バ
ス
転
換
に

向
け
た
協
議
を
進
め

る
上
で
、
住
民
と
の
意
見
交

換
会
で
出
さ
れ
た
意
見
や
、

障
が
い
者
や
高
齢
者
等
の
社

会
的
弱
者
へ
の
対
応
、
バ
ス

停
の
待
合
所
の
整
備
な
ど
、

様
々
な
課
題
の
調
整
が
重
要

今
後
、

北
海
道

が
バ
ス
事
業
者
と
協
議
を
始

め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
た

め
、
利
用
可
能
な
交
通
手
段

の
在
り
方
を
検
討
し
、
地
域

交
通
の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

企
画
課
長

佐藤　秀教 議員
さとう  ひでのり

る
と
の
考
え
が
あ
り
、
こ
の

変
化
を
契
機
と
し
、
持
続
可

能
な
公
共
交
通
体
系
の
整
備

に
取
組
む
こ
と
が
必
要
だ
と

考
え
て
い
る
。

　

「
ニ
キ
バ
ス
」
に
つ
い
て

は
、
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を

継
続
し
て
実
施
し
課
題
解
決

に
取
組
み
、
令
和
４
年
度
か

ら
定
時
定
路
線
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
に
変
更
し
、
利
便

性
向
上
に
努
め
て
い
く
。

　

ま
た
、
新
た
な　

「
仁
木

町
地
域
公
共
交
通
計
画
」
策

定
に
着
手
す
る
。

駅舎は残されるのでしょうか

に
な
る
が
、
そ
の
対
応
は
。

町
長
具
体
的
な
協
議

は
さ
れ
て
い
な

い
が
、
沿
線
自
治
体
の
交
通

体
系
が
形
成
さ
れ
て
い
な
い

中
で
、
前
倒
し
を
早
い
段
階

で
決
め
る
こ
と
は
で
き
な
い

の
で
、
沿
線
自
治
体
の
状
況

を
見
極
め
な
が
ら
し
っ
か
り

議
論
し
て
い
く
。

問
鉄
路
廃
止
に
伴
い
駅

舎
が
不
要
と
な
る

が
、
駅
舎
は
多
く
の
住
民
に

と
っ
て
町
を
象
徴
す
る
大
切

な
存
在
で
あ
る
。
こ
れ
を
保

存
し
、
有
効
活
用
す
る
考
え

は
あ
る
の
か
。

町
民
は
も
ち
ろ
ん
、
未
来
の

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
も
、

鉄
路
の
存
在
や
証
を
残
す
こ

と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
認

識
し
て
い
る
。
し
か
し
、
保

　従来の鉄道やバス、タクシーといった既存
の公共交通サービスを最大限活用した上で、
必要に応じて自家用有償旅客運送など、地域
の多様な輸送資源についても取組を盛り込む
ことで持続可能な地域旅客運送サービスの提
供を確保するために策定するものです。

ニキボーのなになに？

仁木町地域公共交通計画とは
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一　般　質　問 

問

水
田
活
用
直
接
支

払
交
付
金
の
取
り
扱

い
が
見
直
さ
れ
た
が
、
耕
作

放
棄
地
を
増
や
さ
な
い
た
め

の
地
域
農
業
再
生
協
議
会
の

具
体
的
な
取
組
は
。

政府に対しての要請は
副町長 適切な措置がされるよう要請したい

問
町
の
農
地
保
全
対
策

と
し
て
、
新
た
な
事

業
や
自
然
環
境
を
求
め
て
来

ら
れ
る
組
織
や
、
農
地
を
求

め
て
来
ら
れ
る
入
居
者
や
団

体
な
ど
に
対
す
る
取
組
は
あ

る
の
か
。

町
長
有
機
栽
培
、
有

機
農
業
を
目
指

す
方
や
ワ
イ
ナ
リ
ー
等
の
特

野崎　明廣 議員
のざき  あきひろ

問
水
田
活
用
直
接
支
払

交
付
金
の
突
然
の
見

直
し
に
も
あ
る
よ
う
に
、
稲

作
農
業
は
政
府
の
施
策
に
も

大
き
く
左
右
さ
れ
、
先
が
見

え
に
く
い
状
況
で
あ
る
が
、

町
か
ら
政
府
に
対
す
る
要
請

内
容
は
決
ま
っ
て
い
る
の
か
。

今
回
の
見

直
し
に
お

い
て
は
、
畑
作
物
の
生
産
が

定
着
し
て
い
る
農
地
の
畑
地

化
を
促
す
と
い
う
考
え
が
あ

り
、
水
田
と
の
輪
作
を
地
域

で
検
討
し
て
ほ
し
い
と
言
わ

れ
て
い
る
。

　

た
だ
、
そ
れ
が
困
難
な
地

域
は
、
具
体
的
な
現
場
の
課

題
が
あ
る
と
い
う
認
識
を
国

も
も
っ
て
い
る
た
め
、
今
後

の
検
証
や
意
見
集
約
を
行
い
、

協
議
会
を
は
じ
め
と
し
た
い

ろ
い
ろ
な
関
係
団
体
と
連
携

し
な
が
ら
取
組
を
進
め
、
町

の
実
態
を
的
確
に
把
握
し
て
、

適
切
な
措
置
が
さ
れ
る
よ
う

に
要
請
し
た
い
。

再
生
協

議
会
が
、

今
回
の
見
直
し
の
影
響
を
受

け
る
農
業
者
の
実
情
や
要
望

の
的
確
な
把
握
を
し
て
い
く

こ
と
は
、
北
海
道
の
「
関
係

機
関
連
絡
会
議
や
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
を
設
置
し
、
課

題
や
要
望
を
吸
い
上
げ
た
上

で
対
応
を
検
討
し
て
い
く
」

と
い
う
動
き
と
足
並
み
を
そ

ろ
え
る
形
で
速
や
か
に
実
施

し
て
い
き
た
い
。

産
業
課
長

副
町
長

色
あ
る
農
業
経
営
を
目
指
す

方
は
、
個
人
の
価
値
観
を
尊

重
し
た
上
で
、
ケ
ー
ス
ご
と

に
き
め
細
や
か
な
対
応
が
求

め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ

ま
で
も
関
係
機
関
と
連
携
し
、

適
宜
対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
今
後
も
円
滑
に
就

農
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
取

組
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

　水田で麦、大豆、蕎麦、飼料用米、米粉用米等の

作物を生産する農業者に対して、交付金を直接交付

することで、水田の活用を推進し、食糧自給率・自

給力の向上を図るものです。

ニキボーのなになに？

水田活用直接支払交付金とは

水田で蕎麦を作っている方も多くいます
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　町政のそこが聞きたい　

問
町
民
の
念
願
で
あ
っ

た
光
フ
ァ
イ
バ
の
整

備
も
進
み
、
今
年
度
末
に
は

町
内
全
域
で
光
回
線
を
利
用

し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
可

能
と
な
る
予
定
で
あ
る
が
、

利
用
可
能
と
な
る
時
期
と
普

及
促
進
に
向
け
た
取
組
は
。

町
長
光
回
線
は
民
設

民
営
で
設
置
さ

れ
る
も
の
で
あ
り
、
利
用
開

始
時
期
は
報
道
発
表
さ
れ
、

そ
の
後
、
各
通
信
事
業
者
の

申
込
手
続
き
等
の
案
内
・
受

町
長

利
便
性
や
生
活
環
境
の
向
上
に

光
回
線
の
有
効
活
用
を

付
が
開
始
さ
れ
る
と
聞
い
て

い
る
。

　

ま
た
、
広
報
紙
等
を
通
じ

て
光
回
線
を
活
用
す
る
メ

リ
ッ
ト
や
申
込
手
続
き
に
つ

い
て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

使
い
方
な
ど
も
周
知
し
な
が

ら
普
及
促
進
に
努
め
て
ま
い

る
。

木村　章生 議員
きむら　　あきお

問
町
内
に
お
け
る
現
在

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

普
及
率
と
今
後
の
目
標
は
。

問
以
前
、
ニ
キ
バ
ス
の

予
約
な
ど
を
で
き
る

ア
プ
リ
の
実
証
実
験
を
行
っ

て
い
た
が
、
そ
の
結
果
と
今

後
の
活
用
方
針
は
。

問
町
の
執
行
方
針
に
も

「
光
回
線
整
備
や
デ

ジ
タ
ル
化
の
進
展
に
よ
り
、

住
民
の
利
便
性
の
向
上
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
」
と
あ

る
が
、
町
と
し
て
普
及
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

町
長
こ
れ
か
ら
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

環
境
に
我
々
の
生
活
を
う
ま

く
結
び
合
わ
せ
て
、
生
活
環

境
を
向
上
さ
せ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
認
識
し
て

い
る
。

　

町
と
し
て
も
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
活
用
せ
ざ
る
を
得

な
い
環
境
づ
く
り
を
し
て
、

さ
ら
な
る
利
便
性
や
生
活

環
境
の
向
上
に
向
け
た
形
を

と
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

アプリの実証実験の経験を活かさなければなりません

普
及
率

は
様
々

な
通
信
手
段
が
あ
る
た
め
把

握
で
き
て
い
な
い
が
、
本
町

は
高
齢
化
率
が
高
い
こ
と
か

ら
２
０
２
０
年
の
通
信
利
用

動
向
調
査
に
よ
る
全
国
の
利

用
率
83
・
４
％
よ
り
は
下

回
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

企
画
課
長

　

今
回
の
利
用
希
望
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
光
回
線
加
入

希
望
は
１
７
２
件
あ
り
、
加

入
増
に
向
け
た
支
援
は
実
施

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
。

高
齢
者

向
け
の

新
し
い
繋
が
り
創
出
モ
ニ

タ
ー
事
業
と
し
て
、
ニ
キ
バ

ス
や
外
出
支
援
の
予
約
を
ア

プ
リ
で
実
施
し
て
お
り
、
町

に
お
い
て
も
様
々
な
場
面
で

活
用
さ
れ
る
よ
う
、
操
作
を

限
り
な
く
少
な
く
、
使
い
や

す
い
も
の
に
し
て
浸
透
さ
せ

企
画
課
長

た
い
と
い
う
こ
と
で
、
事
業

は
終
了
し
た
が
、
観
光
の
場

面
や
、
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

シ
ス
テ
ム
等
、
い
ろ
い
ろ
な

活
用
の
仕
方
が
考
え
ら
れ
る
。
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上村智恵子 議員地球温暖化対策の推進を

町長 次年度中に取組を進める

問
地
方
公
共
団
体
実
行

計
画
の
策
定
状
況
と

公
表
方
法
は
。

町
長
平
成
26
年
度
に

策
定
し
、
公
告

し
て
い
る
が
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
を
活
用
し
た
公

表
は
行
っ
て
い
な
い
。

　

本
町
に
お
い
て
も
地
球
環

境
を
取
り
巻
く
温
暖
化
対
策

が
日
々
変
化
し
て
い
る
状
況

を
踏
ま
え
、
次
年
度
中
に

「
仁
木
町
地
球
温
暖
化
対
策

実
行
計
画
書
」
を
改
訂
し
、

取
組
を
進
め
て
ま
い
る
。

問
計
画
の
区
域
施
策
編

で
は
、
住
民
や
事
業

者
を
含
め
た
区
域
全
体
の
再

エ
ネ
導
入
、
省
エ
ネ
推
進
と

あ
る
が
、
そ
の
中
で
太
陽
光

パ
ネ
ル
の
補
助
は
で
き
な
い

の
か
。

今
後
の
環
境
問

題
を
配
慮
し
た

中
で
、
公
用
車
や
関
連
す
る

も
の
を
電
気
自
動
車
等
に
替

え
て
い
く
必
要
も
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

うえむら ちえこ

問
昨
年
、
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量
実
質
ゼ
ロ

を
目
指
し
て
、　

仁
木
町

ク
ー
ル
チ
ョ
イ
ス
宣
言
を
し

て
い
る
。
ク
ー
ル
チ
ョ
イ
ス

号
は
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て

い
く
の
か
。

問
電
気
自
動
車
普
及
の

た
め
に
、
町
内
に
充

現
段
階
で
は
検

討
し
て
い
な
い

が
、
電
気
自
動
車
の
普
及
に

町
長

電
ス
タ
ン
ド
を
配
備
し
て
は

ど
う
か
。

町
長

クールチョイス号は仁木町のデザインが施されていました

　　　　一　般　質　問 　  

ど
う
い
っ

た
形
が
望

ま
し
い
の
か
と
い
う
の
を
根

本
か
ら
検
討
し
た
上
で
、
具

体
的
な
施
策
を
展
開
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お

副
町
長

り
、
ま
だ
本
町
に
は
そ
う

い
っ
た
知
見
が
組
み
あ
が
っ

て
い
な
い
た
め
、
モ
デ
ル
事

業
や
調
査
事
業
等
を
活
用
し

な
が
ら
、
今
後
地
域
の
中
に

お
い
て
現
実
的
・
具
体
的
な

手
法
に
つ
い
て
提
案
し
、
計

画
に
盛
り
込
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

そ
の
事

業
に
つ

い
て
は
、
事
業
主
体
が
法
人

で
あ
り
、
車
両
も
リ
ー
ス
で

あ
っ
た
た
め
、
今
年
の
２
月

に
返
却
し
て
い
る
。

企
画
課
長

問
ク
ー
ル
チ
ョ
イ
ス
宣

言
し
て
い
る
町
と
し

て
、
公
用
車
や
町
長
車
か
ら

電
気
自
動
車
に
替
え
て
い
く

こ
と
は
考
え
て
い
な
い
の
か
。

伴
い
需
要
が
見
込
ま
れ
る
際

に
は
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

問
こ
れ
か
ら
家
を
建
て

る
方
や
、
再
エ
ネ
を

進
め
る
た
め
に
も
、
環
境
配

慮
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
作
ら
な

い
の
か
。

太
陽
光

発
電
等

の
規
制
を
前
提
と
し
た
景
観

条
例
に
含
む
形
の
制
定
は
考

え
て
い
な
い
。

企
画
課
長　2030年までに温室効果ガスの排出量を2013年

と比較し26％削減するという目標達成のために、
温暖化対策に資する、あらゆる「賢い選択」を促す
ことです。

ニキボーのなになに？

クールチョイスとは
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１月２８日１月２８日

第　回臨時会第　回臨時会
令和４年令和４年

１１

　

第
１
回
臨
時
会
は
︑
１
⽉
28
⽇
に
開
会
し
︑
同
⽇
閉
会
し
ま
し
た
︒

 

町
か
ら
︑
補
正
予
算
１
件
が
上
程
さ
れ
︑
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
︒

臨
時
会
の
あ
ら
ま
し

補
正
予
算

補正額 予算総額

・一般会計（10回目の補正）   

    　9115万3000円増 43億4771万9000円

◇
一
般
会
計
（
第
７
号
）

　

一
般
会
計
補
正
予
算
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
の
臨
時
特
別
給
付
金

給
付
事
業
に
よ
る
増
額
補
正

が
提
案
さ
れ
、
審
議
・
採
決

の
結
果
、
全
員
賛
成
で
可
決

し
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
補
正
は
、
「
世

帯
全
員
が
令
和
３
年
度
住
民

税
均
等
割
が
非
課
税
の
世

帯
」
ま
た
は
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
収
入
が
減
少
し
、
世
帯

全
員
が
住
民
税
非
課
税
相
当

の
収
入
と
な
っ
た
世
帯
」
に

対
し
、
１
世
帯
あ
た
り
10
万

円
を
給
付
す
る
も
の
で
、
過

去
の
実
績
等
を
鑑
み
、
９
０

０
世
帯
分
を
増
額
補
正
す
る

も
の
で
す
。

佐
藤
町
長
の
行
政
報
告

北
洋
銀
行
の
窓
口
収
納
手
数
料
が

　

社
会
情
勢
や
経
済
環
境
の
悪
化
に
伴
い
、
４
月
１
日
よ

り
、
本
町
の
納
税
通
知
書
、
納
付
書
な
ど
に
よ
り
北
洋
銀

行
の
窓
口
で
収
納
す
る
場
合
は
、
納
付
さ
れ
る
方
が
手
数

料
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
北
海
道
信
用
金
庫
、
新
お
た
る
農
業
協
同
組

合
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
は
４
月
１
日
以
降
も
無
料
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
　
　
　

無
料
か
ら
納
付
者
負
担
に
変
更

　住民税非課税世帯等に住民税非課税世帯等に

　　　　　　 10万円給付　　　　　　 10万円給付

質
疑
あ
れ
こ
れ

　
　

給
付
金
は
生
活
保
護
世

帯
も
給
付
対
象
と
な
る
の

か
。
ま
た
、
収
入
に
見
込
ま

れ
る
の
か
。

　
　

　
　

こ
の
給
付
金
は
、
生
活

保
護
世
帯
も
対
象
と
な
る
。

　

ま
た
、
今
回
の
給
付
金
に

つ
い
て
は
収
入
認
定
さ
れ
な

い
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

ＱＡ

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

こ
の
度
﹁
議
会
だ
よ
り
に
き
１
３
１
号
﹂
が

第
36
回
町
村
議
会
広
報
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
に
お

い
て
︑
住
⺠
⽬
線
で
の
企
画
と
編
集
が
評
価
さ

れ
︑
優
良
賞
︵
全
国
第
10
位
︶
を
受
賞
し
ま
し

た
︒
今
後
も
︑
今
ま
で
以
上
に
読
み
や
す
い
議

会
広
報
紙
作
成
の
た
め
︑
⽇
々
研
鑽
を
重
ね
努

⼒
し
て
い
き
ま
す
︒

第
36
回
町
村
議
会
広
報
全
国
コ
ン
ク
ー
ル

４年連続６度目の受賞となりました

を
受
賞
し
ま
し
た
！

を
受
賞
し
ま
し
た
！議会だよりにき 131 号

ぎ
か
い
ト
ピ
ッ
ク
ス

優
良
賞（
全
国
第

優
良
賞（
全
国
第　　　　
位
）
位
）

1010
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全員協議会全員協議会

　

２
月
14
日
の
全
員
協
議
会

で
は
、
（
仮
称
）
仁
木
町
子

育
て
支
援
拠
点
施
設
に
関
す

る
件
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の

経
過
や
実
施
設
計
の
概
要
に

つ
い
て
、
町
職
員
と
受
託
者

で
あ
る
株
式
会
社
ド
ー
コ
ン

か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
施
設
名
の
公
募

を
行
う
と
と
も
に
、
令
和
６

年
３
月
の
供
用
開
始
に
向
け

て
い
よ
い
よ
建
設
工
事
が
始

ま
り
ま
す
。

質
疑
あ
れ
こ
れ

　
　

義
務
教
育
の
期
間
で
あ

る
９
年
間
を
ど
の
よ
う
に
区

切
る
方
針
な
の
か
。

ＱＡ
　
　

今
は
小
学
校
６
年
、
中

学
校
３
年
と
い
う
枠
組
み
で

や
っ
て
い
る
が
、
今
の
子
ど

も
た
ち
の
成
長
度
合
い
に
は

見
合
っ
て
い
な
い
と
い
う
調

査
報
告
も
あ
る
た
め
、
仁
木

地
区
も
含
め
、
地
域
ご
と
に

検
討
い
た
だ
き
な
が
ら
決
定

し
て
い
き
た
い
。

１月 28 日の全員協議会では、
仁木町学校教育基本方針に関す
る件について協議しました。

２月 14 日の全員協議会で
は、( 仮称 ) 仁木町子育て支援
拠点施設建設事業に関する件
について協議しました。

質
疑
あ
れ
こ
れ

　
　

構
想
段
階
で
は
、
工
事

費
は
９
億
９
千
万
円
だ
っ
た

が
、
今
回
の
説
明
で
は
約
12

億
６
７
０
０
万
円
と
な
っ
て

い
る
。
建
設
コ
ス
ト
が
上

が
っ
た
理
由
・
根
拠
は
。

ＱＡ
　
　

当
初
の
工
事
費
は
令
和

元
年
度
時
点
に
立
て
た
整
備

構
想
の
も
の
だ
っ
た
。

　

今
回
の
金
額
は
実
施
設
計

と
い
う
こ
と
で
、
工
種
ご
と

に
見
積
も
り
を
取
っ
て
実
際

に
積
算
作
業
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
東
京
五
輪
、
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
る
資
材
高
騰
の
影

響
や
労
務
単
価
の
上
昇
な
ど

も
あ
り
、
増
額
と
な
っ
た
。

　

１
月
28
日
の
全
員
協
議
会

で
は
、
仁
木
町
学
校
教
育
基

本
方
針
に
関
す
る
件
に
つ
い

て
、
町
側
か
ら
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

　

町
内
の
学
校
の
校
舎
の
老

朽
化
が
進
み
、
児
童
生
徒
数

が
減
少
し
て
い
る
中
で
、
小

中
一
貫
教
育
を
主
軸
と
し
た

仁
木
町
学
校
教
育
基
本
方
針

を
策
定
す
る
も
の
で
、
銀
山

地
区
の
保
護
者
を
対
象
と
し

た
説
明
会
の
結
果
や
、
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い

て
、
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　

銀
山
地
区
だ
け
で
は
な

く
、
仁
木
地
区
も
令
和
８
年

度
か
ら
小
中
一
貫
教
育
を
開

始
す
る
の
か
。

ＱＡ
　
　

仁
木
地
区
は
施
設
分
離

型
の
小
中
一
貫
教
育
と
い
う

こ
と
で
、
中
学
校
の
先
生
が

小
学
校
に
授
業
を
し
に
い
く

こ
と
な
ど
、
小
中
の
連
携
を

今
ま
で
以
上
に
行
い
、
い
わ

ゆ
る
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消

に
努
め
る
と
い
う
目
的
で
令

和
８
年
度
か
ら
開
始
し
た
い
。

新しい形の教育新しい形の教育

施
設
名

施
設
名 

公
募
へ

公
募
へ

小中の９年間小中の９年間
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事務調査事務調査

令和４年３月23日に、防災備蓄食糧等の

管理状況について調査をしました。

質
疑
あ
れ
こ
れ

　
　

発
電
機
の
点
検
は
ど
の

よ
う
に
実
施
し
て
い
る
の
か
。

ＱＡ
　
　

避
難
所
に
設
置
の
発
電

機
に
つ
い
て
は
、
防
災
訓
練

実
施
時
や
、
そ
の
他
防
災
訓

練
の
対
象
と
な
ら
な
い
地
域

に
つ
い
て
は
、
年
に
１
回
程

度
、
稼
働
の
確
認
を
し
て
い

る
。
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３
月
23
日
の
総
務
経
済
常

任
委
員
会
所
管
事
務
調
査
で

は
、
防
災
備
蓄
食
糧
等
の
管

理
状
況
に
つ
い
て
、
町
職
員

か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

備
蓄
数
の
算
出
方
法
や
、

備
蓄
場
所
、
そ
れ
ぞ
れ
の
備

蓄
場
所
に
お
け
る
備
蓄
食
糧

や
資
機
材
の
備
蓄
数
等
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
た
後
、
防

災
備
蓄
倉
庫
、
大
江
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
銀
山
生

活
改
善
セ
ン
タ
ー
の
３
か
所

の
備
蓄
場
所
を
調
査
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
防
災
関
連
事
項
と

し
て
、
原
子
力
災
害
対
策
の

一
環
で
北
海
道
か
ら
貸
与
さ

れ
て
い
る
車
両
の
操
作
等
に

つ
い
て
も
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

　
　

年
に
１
回
程
度
の
稼
働

確
認
を
し
て
い
る
と
の
こ
と

だ
が
、
直
近
の
確
認
時
の
状

態
は
。

ＱＡ
　
　

大
江
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
は
昨
年
11
月
の
防
災

訓
練
時
に
確
認
し
て
お
り
、

そ
の
後
の
訓
練
時
に
調
子
が

悪
い
と
の
こ
と
で
、
業
者
に

み
て
も
ら
っ
た
経
緯
が
あ
る

も
の
の
、
稼
働
す
る
状
況

だ
っ
た
。

　

そ
の
他
、
仁
木
と
銀
山
に

つ
い
て
は
、
昨
年
10
月
頃
は

問
題
な
く
稼
働
し
て
い
た
。

　
　

地
域
防
災
計
画
で
は
、

大
江
学
園
や
銀
山
学
園
な
ど

を
避
難
場
所
と
し
て
使
用
で

き
る
協
定
を
結
ん
で
い
る
が
、

各
施
設
に
お
け
る
備
蓄
状
況

は
。

ＱＡ
　
　

各
施
設
に
お
い
て
、
数

日
分
は
確
保
し
て
い
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。

　
　

協
定
を
結
ん
で
い
る
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
施
設
と

し
て
の
備
蓄
状
況
を
町
も
把

握
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

Ｑ

Ａ
　
　

今
後
、
協
定
に
関
し
て

話
を
す
る
際
な
ど
に
確
認
し

た
い
。

　

調
査
で
は
、
一
部
の

発
電
機
が
作
動
し
な

か
っ
た
り
、
ス
ト
レ
ッ

チ
ャ
ー
対
応
車
両
の
取

り
扱
い
に
時
間
が
か
か

る
場
面
も
あ
り
、
委
員

会
か
ら
は
、
質
疑
の
中

で
、
発
電
機
の
点
検
頻

度
を
増
や
す
こ
と
な
ど

を
提
案
し
ま
し
た
。

　まちの防災対策はまちの防災対策は
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今
回
の
議
会
報
告
・
意
見

交
換
会
で
は
、
５
年
以
内
の

新
規
就
農
者
を
対
象
と
し
、

農
業
関
係
に
特
化
し
た
形
で

の
議
会
報
告
を
行
い
、
そ
の

後
、
意
見
交
換
会
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

意
見
交
換
の
場
面
で
は
、

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ま
か
ら
、

た
く
さ
ん
の
貴
重
な
ご
意
見

や
ご
質
問
を
い
た
だ
き
、
実

り
あ
る
議
論
を
交
わ
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
ご
意
見
等
を

今
後
の
町
の
取
組
に
活
か
せ

る
よ
う
、
議
会
と
し
て
も
働

き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

貴
重
な
ご
意
見

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

新規就農者の新規就農者の

　令和４年４月13日に、５年以内の新規就農者を対　令和４年４月13日に、５年以内の新規就農者を対

象とし、令和３年の議会報告・意見交換会を実施し象とし、令和３年の議会報告・意見交換会を実施し

ました。多くの方にご参加いただき、心よりお礼申ました。多くの方にご参加いただき、心よりお礼申

し上げます。し上げます。

議会報告議会報告
意見交換会意見交換会

議
員　

み
な
さ
ん
が
仁
木
町
に

来
て
、
生
活
を
し
て
み
て
人
と

の
交
流
を
し
や
す
い
と
思
う
か
。

参
加
者　

初
め
て
農
業
を
始
め

た
場
所
だ
が
、
農
業
の
先
輩
に

話
を
聞
く
こ
と
も
多
く
、
そ
う

い
っ
た
意
味
で
は
相
談
し
や
す

い
と
思
う
。

参
加
者　

私
は
、
進
ん
で
集
ま

り
の
場
と
か
に
行
く
タ
イ
プ
で

は
な
い
が
、
畑
の
周
り
に
住
ん

で
い
る
方
は
と
て
も
良
い
人
ば

か
り
。

　

自
分
か
ら
求
め
て
交
流
し
よ

う
と
す
る
と
交
流
し
や
す
い
環

境
で
あ
る
と
思
う
。

とても相談しやすい！

貴重な意見貴重な意見
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参
加
者　

技
能
実
習

生
の
受
入
れ
も
そ
う

だ
が
、
関
連
人
口
を

増
や
す
た
め
に
も
一

時
的
に
住
め
る
住
居

が
必
要
だ
と
考
え
る
。

　

道
内
の
取
組
で
は
、

保
育
園
で
の
短
期
間

で
の
受
入
れ
を
可
能

と
し
、
親
は
テ
レ

ワ
ー
ク
、
子
ど
も
は

保
育
園
で
、
数
週
間

の
受
入
れ
を
行
う
取

組
な
ど
も
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
受
入

先
と
な
れ
る
住
居
を

作
れ
な
い
か
。

議
員　

今
年
度
か
ら

観
光
管
理
セ
ン
タ
ー

横
の
多
目
的
滞
在
施

設
を
一
般
の
観
光
客

も
利
用
可
能
と
す
る

予
定
で
あ
る
。

居住施設を作って！

参
加
者　

私
は
農
業

兼
特
定
技
能
の
登
録

支
援
機
関
を
や
っ
て

い
る
が
、
最
後
に
問

題
と
な
る
の
は
、
住

む
場
所
が
な
い
こ
と

で
あ
る
。

　

町
に
は
、
使
っ
て

い
な
い
町
職
員
住
宅

や
教
職
員
住
宅
が
あ

る
の
に
活
用
し
な
い

の
は
な
ぜ
か
。

議
員　

現
在
、
農
協

か
ら
申
請
を
だ
し
て

も
ら
い
、
町
職
員
住

宅
を
有
効
活
用
で
き

る
よ
う
に
準
備
を
し

て
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
空

き
家
住
宅
を
活
用
し

て
も
ら
い
た
い
と
考

え
て
い
る
。

職員住宅の活用を！

参
加
者　

い
よ
い
よ

今
年
か
ら
子
育
て
セ

ン
タ
ー
の
建
設
が
着

工
と
な
る
予
定
だ
が
、

進
捗
状
況
の
情
報
が

入
っ
て
来
ず
、
友
人

な
ど
か
ら
た
ま
に
聞

く
程
度
で
、
気
づ
い

た
ら
着
工
と
い
う
段

階
だ
っ
た
。

　

私
自
身
も
一
町
民

と
し
て
声
を
出
し
て

い
け
ば
良
か
っ
た
と

思
う
が
、
広
報
な
ど

に
も
う
少
し
情
報
を

載
せ
て
ほ
し
い
。

議
員　

み
な
さ
ん
は

ど
の
よ
う
な
ツ
ー
ル

で
情
報
を
得
て
い
る

の
か
。

参
加
者　

広
報
が
メ

イ
ン
だ
が
、
こ
の
よ

う
な
集
ま
り
で
話
す

こ
と
も
良
い
と
思
う
。

もっと情報発信を！

参
加
者　

新
規
で
就

農
し
、
ミ
ニ
ト
マ
ト

を
作
っ
て
い
る
。
３

年
目
を
迎
え
た
が
、

こ
の
ま
ま
ミ
ニ
ト
マ

ト
だ
け
で
や
っ
て
い

け
る
か
と
い
う
不
安

も
あ
る
。
就
農
時
に

町
か
ら
ミ
ニ
ト
マ
ト

を
作
る
こ
と
を
勧
め

ら
れ
た
が
、
次
の
お

す
す
め
作
物
も
新
規

就
農
者
に
提
案
し
て

い
っ
て
は
ど
う
か
。

議
員　

新
規
就
農
の

方
に
は
国
か
ら
の
補

助
金
が
あ
る
が
、
そ

の
受
給
期
間
を
過
ぎ

た
後
は
、
み
な
さ
ん

が
事
業
主
と
し
て
、

お
金
を
稼
げ
る
よ
う

な
種
を
自
分
た
ち
で

見
つ
け
、
稼
い
で
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
う
。

次の目玉作物を！
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次の議会は

（６月下旬開催予定）

６月６月

定例会定例会

◆
編
集
・
発
行
責
任
者

議　

長

横
関　

一
雄

◆
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

委
員
長

野
崎　

明
廣

副
委
員
長

木
村　

章
生

委　

員

麿　
　

直
之

委　

員

門
脇　

吉
春

絆

村
田　

宏
治
さ
ん
（
北
町
）

 

私
も
通
っ
た
保
育
園
は
⽼
朽
化
が
進
ん
で

い
ま
す
が
︑
建
て
直
す
と
の
こ
と
で
︑
と
て

も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
︒

 

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
購
⼊
等
の
補
助
制

度
も
充
実
し
て
い
て
︑
⼦
育
て
し
や
す
い
環

境
だ
と
思
い
ま
す
︒

（
取
材
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

門
脇
吉
春
）

町
全
体
で
や
っ
て
い
こ
う

一緒に町を盛り上げましょう一緒に町を盛り上げましょう

今
年
度
か
ら
多
目
的
滞
在
施
設
の
指
定
管
理
者
と
な
っ
た
株
式
会
社
ベ
ス
ト
ス
テ
イ
札
幌
の
代
表

取
締
役
で
あ
る
相
澤
亮
佑
さ
ん
は
、
宿
泊
業
を
営
む
中
で
、
観
光
業
に
も
携
わ
る
こ
と
が
多
く
な
り
、

町
を
変
え
た
い
と
い
う
思
い
が
ど
ん
ど
ん
強
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
指
定
管
理
者
の
公
募
を
知
っ
た
時
に
は
、
「
念
願
だ
っ
た
地
域
振
興
に
も
携
わ
る
こ

と
が
で
き
る
！
」
と
の
思
い
か
ら
、
指
定
管
理
者
へ
の
応
募
を
決
断
す
る
の
に
時
間
は
か
か
ら
な

か
っ
た
そ
う
で
す
。

　

仁
木
町
は
「
自
然
が
豊
か
で
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
高
い
も
の
の
、
上
手
く
ア
ピ
ー
ル
で
き
て
い
な
い
と
感
じ

る
。
」
と
の
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
い
る
相
澤
さ
ん
は
、
良
い
も
の
を
上
手
く
出
し
つ
つ
、
今
ま
で
に
な
い
こ

　

株
式
会
社
ベ
ス
ト
ス
テ
イ
札
幌

　
　
　
　

代
表
取
締
役　

相
澤　

亮
佑　

さ
ん

　取
人人まちまちのの

 

国
道
は
交
通
量
が
多
く
︑
通
⾏
す
る
⾞
の

ス
ピ
ー
ド
も
速
い
の
で
︑
カ
ー
ブ
な
ど
の
危

険
個
所
に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
設
置
し
て
ほ
し

い
で
す
︒

 

ま
た
︑
暗
い
道
に
は
街
灯
も
設
置
し
て
ほ

し
い
で
す
︒

︵
取
材
・
記
事　

麿　

直
之
︶

と
も
や
っ
て
い
き
た
い
と
意
気
込
み
ま
す
。

　

ま
た
、
「
町
内
に
お
け
る
新
し
い
ア
イ
デ
ア
の
受
け

皿
と
し
て
、
他
の
企
業
と
町
と
の
橋
渡
し
役
に
な
り
た

い
。
」
と
の
こ
と
で
、
幅
広
い
活
躍
を
期
待
さ
せ
ま
す
。

　

現
在
は
、
「
多
目
的
滞
在
施
設
の
周
辺
で
は
、
キ
ッ
チ

ン
カ
ー
を
誘
致
し
た
り
、
ワ
イ
ン
カ
ー
ニ
バ
ル
を
開
催
し

た
い
。
観
光
シ
ー
ズ
ン
に
は
レ
ン
タ
ル
サ
イ
ク
ル
も
考
え

て
い
る
。
」
と
、
企
画
の
立
案
の
他
、
６
月
中
の
オ
ー
プ

ン
に
向
け
て
急
ピ
ッ
チ
で
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

町
内
事
業
者
の
皆
さ
ん
へ
は
「
除
雪
や
草
刈
り
な
ど
の

周
辺
環
境
管
理
も
含
め
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
力
を
借
り
て

で
き
る
仕
事
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
や
っ
て
い
き

た
い
。
地
元
の
若
い
力
も
入
っ
て
も
ら
い
、
一
緒
に
仁
木

町
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！
」
と
の
熱
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

連
載
26
回
目
は
、
北
町
在
住
の
村
田
さ
ん

フ
ァ
ミ
リ
ー
を
紹
介
し
ま
す
。
奥
様
と
お
子

さ
ん
の
３
人
家
族
で
す
。

　

お
仕
事
は
観
光
果
樹
園
を
営
ん
で
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

　

仁
木
町
の
子
育
て
環
境
は
ど
う
で
す
か
。

　

仁
木
町
の
将
来
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
感
じ
て
い
ま
す
か
。

　

子
育
て
に
関
し
て
町
に
何
か
望
む
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
。

 

⾃
然
が
あ
ふ
れ
る
環
境
で
︑
こ
の
ま
ま
︑

の
び
の
び
と
育
っ
て
ほ
し
い
で
す
︒

　

宏
治
さ
ん
は
就
職
を
機
に
本
町
を
離
れ
、

家
業
の
観
光
果
樹
園
を
継
ぐ
た
め
に
７
年
前

に
本
町
に
戻
っ
て
来
ら
れ
た
と
の
こ
と
。

　

自
身
の
経
験
か
ら
、
お
子
さ
ん
の
通
学
に

つ
い
て
は
、
並
行
在
来
線
の
バ
ス
転
換
後
の

対
応
も
含
め
心
配
さ
れ
て
お
り
、
バ
ス
転
換

に
向
け
て
町
民
の
生
活
に
不
便
が
な
い
よ

う
、
議
会
と
し
て
も
働
き
か
け
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

議
員
は
、
選
挙
区
内
の
方
に
お

　

議
員
は
、
選
挙
区
内
の
方
に
お

金
や
物
を
贈
る
こ
と
は
、
法
律
で

金
や
物
を
贈
る
こ
と
は
、
法
律
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
有
権
者
が
求
め
て
も
い

　

ま
た
、
有
権
者
が
求
め
て
も
い

け
ま
せ
ん
。

け
ま
せ
ん
。

　

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

寄
付
行
為
の
禁
止

寄
付
行
為
の
禁
止

お
子
さ
ん
に
対
し
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
！

新たなチャレンジに期待します

 

⼀
度
仁
⽊
町
を
離
れ
て
︑
戻
っ
て
き
ま
し

た
が
︑
や
っ
ぱ
り
﹁
魅
⼒
あ
る
い
い
町
﹂
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
︒ 

⾼
規
格
道
路
が
で
き

る
こ
と
は
︑
ピ
ン
チ
で

あ
り
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ

る
と
思
い
ま
す
︒

 

ア
ク
セ
ス
は
良
く
な

る
と
思
う
の
で
︑
⼈
を

呼
び
込
め
る
よ
う
に
﹁
町
全
体
で
や
っ
て
い

こ
う
︕
﹂
と
い
う
流
れ
を
作
っ
て
ほ
し
い
で

す
︒


